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竹取物語新聞

11 月 11 日、天候晴。野外活動センター内ハイキ

ングコースおよび活動広場に山桜 20 本を植樹（ボ

ーイスカウト枚方第 8 団の山桜植樹を支援）。参加

者、ボーイスカウト 29 名（小人 20、大人 9）竹取

会員 14 名。

10 時、まきゃっか広場に全員集合。竹取代表の

挨拶と本日の予定（午前の植樹、午後の竹細工）を

説明。植樹場所が分散している為、5 班に分かれて、

会員が引率。1、2 班は近場、3、4、5 班はアスレ

チック広場内、徒歩 10 分で到着。各リーダーより

作業手順、安全、道具の使用法等説明。指定場所に

各班 4 本ずつ植樹。穴堀りはスコップ・鍬で 50cm

季節の移り変わりは早いもので、朝の冷え込みを

感じながら参加しました。5 回目となる穂谷ＭＩ地

区。地区の上武さん、農業実習生の若い女性に会員

9 名、合計 11 名が参加されました。

小出さんから作業の注意事項を伺い、松山さんが

記録写真を撮ってくださり、各自自分に合った作業

に移動しました。重なり合うように密集している竹

を、長谷川さんがチェーンソーでバッタバッタと切

断。それを確認しながら、直径 5cm 位のところで

竹の先を切り、粉砕機（チョッパー）に投入すると、

枝付きの竹先が爆音と共にパウダー状になって出

てきます。前回から新しい粉砕機が導入されていま

す。農業実習生が上武さんの指導を受けて、初トラ

イ！「こんな仕事があるんですね」とビックリして

四方の穴を堀る。杭打ちでは、杭の沈むのが面白そ

うで何回も木槌を振っていました。堆肥、土戻し、

水やりと進む。広場内を見ると他の班も同時進行で

す。苗木を個定し藁敷きを行い、植樹完了。

午後は竹切体験。始めは作品が思いつかないので、

ノコギリ体験から進み、竹取りのサンプルを見て作

品作りがスタートする。思い思いの要求に対し会員

がマンツーマンで対応する。コップ、皿、貯金箱等、

作品が次々と出来上がる。最後に自分の宝物を抱え

て竹取り基地前に全員集合。竹取代表の終了挨拶と

ボーイスカウト枚方 8 団副団長岡村さんの御礼の

言葉。合同記念撮影で活動終了。（文 浅尾 真一）

いました。15 分作業して 15 分休止。これは、機械

に負担をかけないためだそうです。

昼食後玉切りをして、竹炭となる竹を仕分け、運

搬、整備を行いました。回を重ねるごとにチームワ

ークでスピードアップ！！

今回、竹 75 本、樹木 10 本を処理しました。パ

ウダー状になった竹は肥料として再利用するので、

袋に入れて地区に持ち帰ります。竹炭となる竹は、

基地に運び込まれました。

暗かった山が段々整備され、明るさを取り戻しつ

つあります。農地として利用できる日を楽しみに、

これからも参加したいと思います。皆様、お疲れ様

でした。          （文  西谷 美砂子）
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11 月 18 日、毎年果樹園の草刈り、梅、栗等を収

穫している穂谷の棚田で、会員 9 名が参加して、水

路整備を実施しました。

実施に当り 7 月初旬、果樹園の管理者大森氏と私

が現地で棚田の保全方法について相談。水路整備が

一番の懸念の由、理事会で三本の水路整備を 11 月

に実施する事に決定しました。整備目的は安全な草

刈りの継続実施と果樹園の保全です。特に数年前か

らは猪がいたるところで暴れまわっている為、草刈

11 月 21 日、枚方市野外活動センター（以下 野

活）主催の学校キャンププログラムとして、尊延寺

の氷室小学校 5 年生 57 名、先生 5 名が来場されま

した。

竹取物語の会としては、ヒノキ人工林間伐作業体

験のサポート担当です。野活との事前打ち合わせに

より、当日生徒 57 名は 2 組に別れ、１組は間伐体

験、2 組はステラホール見学よりスタートして、現

場では分散指導が可能になった。

10 時 30 分、1 組 28 名がヒノキ人工林到着後、

当会の活動紹介、スケジュール、注意事項説明後、

11 月 25 日、木枯らし一号が吹いた 2 日後冷え込

みましたが、快晴にめぐまれました。参加者は 1
家族 3 名でした（2 名の方 都合悪く欠席）。

簡易竹炭焼とはオイル缶を使った簡易な方法で

の竹炭焼きです。炭が出来るまで約 3 時間掛かりま

すので、最初に準備しておいた炭焼きから始めまし

た。炎がオイル缶の上まで来るように薪を盛んに燃

やします。次に本格的な竹炭焼き窯に行き概要説明

や竹取物語の会の活動を紹介しました。その後材料

作りをしました。親子でナタを使っての竹割りをや

りも、危なっかしく、支障をきたしていました。当

日は基地よりスコップ、クワを運搬し、ワラビ栽培

用の一段目の田圃と最上段の田圃の水路整備を実

施。ハードな作業でも有り、参加会員の状況から、

13 時には作業を終了しました。

第 2 回目の水路整備は 11 月 28 日を予定してお

ります。美しい穂谷の棚田の景観が末長く保全出来

るよう願っております。本日参加頂いた会員の皆様、

有難うございました。         （文 小出 哲男）

間伐体験スタート。生徒たちはロープ引き、枝落と

し、鋸での輪切り作業を体験。2 組目も同内容で 11
時 30 分体験終了。

生徒たちより、我々会員に対して、大きな声でお

礼をもらいました。今回の行事は、参加人数が今年

最大で、短時間での体験の為、当日は早朝より、田

上相談役、浅尾さんに事前準備、資材運搬等担当頂

き、参加会員 12 名のお陰で一人のけがも無く、無

事終了しました。有難うございました。

  （文 小出 哲男）

ってもらいました。その後は炭焼き場に戻り薪を追

加して燃やし、子供はうちわで火を扇いだり薪投入

に夢中でした。焼きあがる迄は竹での工作をし、花

器と兄弟 3 人用の 3 段の貯金箱等を作っていまし

た。冷却用に穴に埋めた竹炭オイル缶を掘り起こす

のも一生懸命でした。昼から合流した里山講座に参

加した会員を含め皆の見守る中蓋を開けて炭の出

来具合を確かめました。竹炭と竹の器をお土産に喜

んで帰られました。今回も参加者が減少しています。                 

（文 岩本 次男）

氷室小学校５年生の里山活動

竹とあそぼ「簡易竹炭焼体験」

笹田果樹園 水路整備の実施！
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各催しの写真

山桜の植樹 （ 11 月 11 日）

竹林整備 （ 11 月 14 日）

水路整備 （ 11 月 18 日）

氷室小学校 （ 11 月 21 日） 竹とあそぼ （ 11 月 25 日）
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NPO 法人 竹取物語の会 H30 年 12 月 活動予定表

活動予定 特別な活動など 担当・段取りなど

.01(土)

.02(日) 活動日 第 5 回里山講座、クラフトディ 有末・岩本

.03(月)

.04(火)

.05(水) 活動日 第 6 回 穂谷区竹林整備 参加者は 9：30分朝市駐車場集合

.06(木) 竹取物語の会 忘年会（かごの屋） 18：00～20：00

.07(金)

.08(土)

.09(日) 活動日

.10(月)

.11(火)

.12(水) 活動日

.13(木)

.14(金)

.15(土)

.16(日) 活動日 道具・備品の点検整備、定例理事会  

.17(月)

.18(火)

.19(水) 活動日

.20(木)

.21(金)

.22(土)

.23(日) 最終活動日 基地門松作り、正月準備

.24(月)

.25(火)

.26(水)

.27(木)

.28(金)

.29(土)

.30(日)

.31(月)

年始仕事初め １月６日（日） 三ノ宮神社にて安全祈願（ 基地でぜんざい振る舞い ）


